
西ヨーロッパ 東ヨーロッパ 中東、北アフリカ インド、東南アジア ユーラシア 中国、朝鮮
B.C. ローマ ギリシア カルタゴ アケメネス朝 マガダ国 (仏教,ジャイナ教起こる) 春秋時代 B. C.
500 護民官設置 ペルシア戦争 ダレイオス1世 1st仏典結集 500

マラトンの戦い (フェニキアの植民市) 王の道建設
平民会設置 サラミス海戦 クセルクセス1世 諸子百家の活動（儒家,道家,墨家,法家)
十二表法成立 デロス同盟成立 鉄製農具使用、牛耕の発生

ペロポネソス戦争 アケメネス朝,東方進出 (士族の統制緩む)

400 ナンダ朝 戦国時代 400
コリントス戦争 「マハーバーラタ」「ラーマーヤナ」

の原形成立
リキニウス・セク 2nd仏典結集
スティウス法 マケドニア

カイロネイアの戦い フィリッポス2世
コリントス同盟成立 アレクサンドロス ダレイオス３世 蘇秦の合従策

アッピア街道 イッソスの戦い アレクサンドリア建設 インダス川流域に侵入 中央アジアに進出 張儀の連衡策
300 アンティゴノス朝 プトレマイオス朝 セレウコス朝 マウリア朝 匈奴 戦国七雄 300

ホルテンシウス法 カルタゴムセイオン建設 チャンドラグプタ

ドンソン文化 (アフガニスタン)
1stポエニ戦争 パルティア アショーカ王 (ベトナム) バクトリア

シチリア島占領 セレウコス朝を マヒンダ王子,スリランカに布教 仏教南伝 ギリシャ人総督
破る 3rd仏典結集 が独立 秦 始皇帝

2ndポエニ戦争 秦,匈奴遠征 万里の長城修復 郡県制 焚書,坑儒
200 ハンニバル 冒頓単于 陳勝・呉広の乱 項羽,劉邦の挙兵 200

ラティフンディア拡大 サーンチーのストゥーパ建立 白登山の戦い 前漢 劉邦(高祖) (首都長安)
(漢,匈奴に貢納) 郡国制実施

シュンガ朝
呉楚七国の乱

シチリアの奴隷反乱 3rdポエニ戦争 (滅亡) 大月氏 張けん大月氏へ武帝
グラックス兄弟の改革 日南郡,交趾郡 漢,大宛遠征 漢,匈奴攻撃 郷挙里選採用
マリウスの軍政改革 など9郡設置 武帝の西域進出(衛青,霍去病) 塩,鉄の専売 五銖銭の採用

100 2ndシチリア奴隷反乱 均輸法 平準法 100
同盟市戦争 酒を専売 司馬遷「史記」
スパルタクスの乱 大月氏 アム川の南へ
ポンペイウス西アジア征服 拡大

カエサル、ガリア遠征 1st三頭政治 クレオパトラ女王 クラッスス戦死 漢,西域に都護を置く
カエサル独裁 アントニウス、パルティア サータヴァーハナ朝 東匈奴 西匈奴
2nd三頭政治 オクタウィアヌス アントニウス 遠征失敗 (デカン高原周囲) 呼韓邪単于
アクティウムの海戦 (滅亡) 漢に服属 漢と東匈奴に

A.D. アウグストゥス より滅亡 A. D.
1 ローマ帝国 新 王莽 1

徴姉妹の乱 後漢 光武帝
(後漢鎮圧) （首都洛陽)

ネロ クシャーナ朝 大月氏配下の 北匈奴 (分裂) 南匈奴
キリスト教徒迫害、ペテロ、パウロ殉教 ローマとの季節風貿易 クシャーン人自立 西遷 漢に服属
コロッセウム完成 扶南成立 (キルギス方面)

「アヴェスター」 後漢班超と戦う (メコン川河口) 班超の西域経営後漢遠征軍に大敗 班超西域都護になる
100 五賢帝 ネルウァ (ゾロアスター教典) 甘英大秦に(シリアまで) 100

トラヤヌス メソポタミア遠征 ガンダーラ美術(ヘレニズム様式) 仏教北伝 鮮卑
ブリタニア北部に長城 ハドリアヌス カシニカ王 (北匈奴西走)

アントニウス=ピウス
(唐の西域支配へ)

マルクス=アウレリウス=アントニヌス 大乗仏教起こる 党錮の禁起こる
(大秦王安敦の使者?) (日南郡に来訪) 大秦王安敦の使者来訪

ゲルマン人の帝国内在住始まる チャンパー成立 黄巾の乱(太平道指導者張角)
200 4th仏典結集 (南ベトナム) (後漢事実上崩壊) 200

カラカラ ローマ市民権を全帝国に拡大 屯田制(魏王曹操)
ゲルマン人の侵入活発に ササン朝ペルシア 華北に侵入 魏 蜀 呉

軍人皇帝時代 ゾロアスター教を国教化 (滅亡) 九品中正制
(各地の軍団がそれぞれ皇帝を立てる) シャープール1世 (ササン朝に服属)

フランク人ガリアに侵入 「アヴェスター」成立 晋
ローマ皇帝ウァレリアヌスを捕虜に 司馬炎(武帝)

ディオクレティアヌス 占田・課田法
300 帝国4分割 八王の乱 300

コンスタンティヌス1世 仏図澄,洛陽で布教 永嘉の乱(匈奴,洛陽を攻略)
キリスト教公認(ミラノ勅令) グプタ朝 (仏教中国で広まる) 五胡 東晋
ニケーア公会議 コンスタンティノーブル遷都 チャンドラグプタ1世 (鮮卑) (匈奴,羯,鮮卑,氐,羌)

アジャンダー石窟寺院創設 柔然 前秦 (氐を母体)
グプタ美術(純インド的仏教美術) 高車 モンゴルを支配

テオドシウス1世 チャンドラグプタ2世 (トルコ系) 華北統一
西ゴート人帝国内に侵入 キリスト教国教化 淝水の戦い(前秦敗北)

400 (ゲルマン民族大移動) ローマ帝国東西に分裂 法顕チャンドラグプタ2世と面会 北魏 法顕インドに 400
西ローマ帝国 ビザンツ帝国 「マハーバーラタ」「ラーマーヤナ」の完成 鳩摩羅什,仏典を漢訳 拓跋氏(鮮卑) (南朝)

西ゴート ナーランダー僧院創設 宋
ヴァンダル アウグスティヌス「神の国」エフェソス公会議 エフタルと抗争 太武帝

アングロ=サクソン 教皇レオ1世 カルケドン公会議 エフタル 華北をほぼ統一雲崗の石窟
(七王国) フン人アッティラ カタラウヌムの戦い エフタルの侵入 道教保護,仏教弾圧

フランク オドアケル 西ローマ帝国滅亡 東ゴート王 孝文帝
クローヴィス オドアケルの王国 テオドリック マズダク教徒の反乱 均田制,三長制 斉

500 アタナシウス派に改宗 東ゴート ブルガール人侵入 竜門の石窟 500

ヘレニズム

文化東方へ

オアシスの

道の発展

(東西交流)



西ヨーロッパ 東ヨーロッパ 中東、北アフリカ インド、東南アジア ユーラシア 中国,朝鮮
500 高車 高車,柔然を破る 梁 500

ユスティニアウス大帝 ホスロー1世 西魏 東魏
ビザンツに滅ぼ 「ローマ法大全」 (トルコ系)
される 滅亡 真臘 突厥

ビザンツにより滅亡 エジプトに遠征 (カンボジア) 柔然を滅ぼす 北周 北斉 陳
ランゴバルト アヴァール人建国 突厥とともにエフタルを討つ (滅亡) ササン朝とエフタル攻撃 隋 楊堅

アングロ=サクソン ササン朝と対決 西突厥 東突厥 府兵制の整備 運河の建設
600 カトリック化 教皇グレゴリウス1世 スラヴ人拡散 均田制,租調庸制 600

ヘラクレイオス1世 イスラーム ムハンマド ヴァルダナ朝 (チベット) 煬帝 高句麗遠征失敗
軍管区制(テマ制)と メディナ聖遷 ハルシャ王 吐蕃 唐 李淵(高祖) 首都長安
屯田兵制を施行 ニハーヴァンドの戦い 正統カリフ時代 玄奘,ナーランダー僧院に学ぶ ソンツェン=ガンポ 均田制,租調庸制施行 玄奘インドへ
ギリシャ語公用語に 玄奘,ハルシャ王と面会 シュリーヴィジャヤ 唐の西域支配 唐に制圧される 李世民(太宗) (貞観の治)
エジプト,イスラーム軍により征服 ウマイヤ朝 〈滅亡) 王国(スマトラ) 唐に服属 高宗 イスラーム使節入貢
イスラームとの戦い ムアーウィヤ 義浄インドに 最大版図に(鉄勒を征服) 義浄インドへ

唐,安南都護府 ソグド人(イラン系)の活躍 マニ教,ゾロアスター教の伝来
700 (イベリア半島) 設置 (東突厥再興) 則天武后 (武韋の禍) 700

ウマイヤ朝 西ゴートを占領 小国分立抗争時代
カール・マルテル宮宰 レオン3世 シャイレンドラ朝 玄宗 (開元の治)
イスラーム撃退 聖像禁止令 トゥール・ポワティエ間の戦い (ジャワ) 募兵制施行

アッバース朝 チベット仏教成立 ウイグル 揚王環,貴妃となる
ピピン ラヴェンナ攻略 ブルガール人の侵入 タラス河畔の戦い (唐大敗) 安史の乱
カール大帝 ピピンの寄進(教皇領へ) バグダード建設 安史の乱で 徳宗
バイエルンを併合 カールによりランゴバルト 唐を援助 両税法施行 宦官の専横

800 アヴァール王国を滅ぼす 滅亡 ハールーン=アッラシード 800
カールの戴冠 カール,ザクセン併合 アンコール朝 唐と会盟

エグバート,王国統一 「知恵の館」拡充 (カンボジア) 中央アジアの キルギスの侵入
イングランド王国ヴェルダン条約 イラン人トルコ化 で西方へ
アルフレッド大王西フランク 東フランク 中部フランク アンコールトム マムルーク (吐蕃分裂)

ノウゴロド国 建設 (トルコ人騎兵)
メルセン条約で再分割 リューリク イスラームの兵に

イタリア・教皇領 キエフ公国 (アッバース朝 サーマーン朝 黄巣の乱
900 (シーア派) より独立) (イラン人総督) (モンゴル系) 900

ノルマンディー公国 ファーティマ朝 遼(契丹) 朱全忠の乱
(ロロ) マジャール人, チュニジアに成立 (シーア派) 耶律阿保機 五代十国
クリュニュー オットー1世 ハンガリーに定着 ブワイフ朝 (トルコ系) 渤海征服
修道院成立 レヒフェルトの マジャール人 カリフより大アミール (アフガニスタン) カラ=ハン朝 燕雲16州獲得

戦い 撃退 に任じられる ガズナ朝 イスラームに改宗 宋 趙匡胤(太祖) 首都開封
ベルベル人進入 神聖ローマ帝国 カイロ建設 イクター制施行 〈マムルーク政権)

ユーグ=カペー オットー戴冠 ウラディミル1世 太宗
1000 フランス ギリシャ正教に改宗 ガズナ朝の攻撃 インドへ侵入 火薬,羅針盤,木版印刷の発明 1000

デーン人クヌート封建制確立 ビザンツ帝国 大越国李朝 澶淵の盟
イングランド支配 ベーメン服属 (トルコ系) (ベトナム) (チベット系) (宋,遼に多額の支払い)
後ウマイヤ朝滅亡 ハンガリー征服 (ベルベル人) セルジューク朝 西夏 李元昊
カスティリャ,アラゴン独立 ハインリヒ4世 グレゴリウス7世 ムラービト朝 トゥグリル=ベク パガン朝(ビルマ) (慶暦の和約) 慶暦の和約 (宋,西夏に多額の支払い)
ヘースティングスノルマンディー公 東西教会分離 サハラ砂漠に成立 スルタンとなる 神宗
の戦い イングランド制服叙任権闘争 マンジケルトの戦い (小アジア奪う) 王安石の新法
ウィリアム1世 カノッサの屈辱 ウルバヌス2世 アレクシオス1世 ニザーミーヤ学院 ホラズム朝 司馬光宰相となる

1100 クレルモン宗教会議 第１回十字軍 (ツングース系) 1100
ヨハネ騎士団成立 (エルサレム王国)(ルーム=セル 西遼 (遼,西走) 金と遼を挟撃 金(女真)
ヴォルムス協約 ジューク朝) 耶律太石 靖康の変 (宋,南方へ) 完顔阿骨打

(レコンキスタ) ムワッヒド朝 金 南宋 高宗
ポルトガル,カスティリャ フリードリヒ1世 モロッコに成立 ゴール朝 紹興の和議
より独立 東方植民盛んにゲルフ,ギベリン抗争 アイユーブ朝 (宋,金に淮河以北割譲+多額の支払い)

ロンバルディア同盟 サラディン
リチャード1世 フィリップ2世 エルサレム占領

1200 ジョン ドイツ騎士団 (帝王十字軍) 第3回十字軍 リチャード1世と和約 (デリー=スルタン朝) 北インド占領 1200
アルビジョワ十字軍 インノケンティウス3世 第４回十字軍 奴隷王朝 モンゴル帝国

マグナ=カルタ ドミニコ修道会 フリードリヒ2世 フランチェスコ修道会成立 (ラテン帝国) チンギス征服 アイバク 大越国陳朝 チャガタイ=ハン チンギス=ハン
ルイ9世 エルサレム回復 第５回十字軍 バグダード攻略 バトゥ遠征 オゴタイ=ハン (金滅亡)

ハンザ同盟成立ブラノ=カルピニ派遣 第6回十字軍 マムルーク朝 イル=ハン国 スコータイ朝 ワールシュタット 首都カラコルム (チベット服属)
ルブルック派遣 大空位時代 キプチャク=ハン国 フラグ (タイ) の戦い ブラノ=カルピニ来訪 パスパ文字 フビライ,国号を元に

シモンの議会 ルドルフ1世 マルコ=ポーロ東方へ バトゥ 第7回十字軍 ハイドゥの乱 ルブルック来訪 元 フビライ=ハン
フィリップ4世 トマス=アクィナス「神学大全」 ガザン=ハン

1300 模範議会 スイス独立運動 ボニファティウス8世 オスマン帝国 アッコン陥落 イスラームに ハルジー朝 マジャパヒト王国 1300
三部会成立 アナーニ事件 オスマン1世 (十字軍終焉) 改宗 (ジャワ)
アヴィニョン教皇 ウズベク=ハン トゥグルク朝 (南インド)

エドワード3世 フィリップ6世 イスラームに改宗 ヴィジャヤナガル (東西に分裂) 通貨(交鈔)の濫発による
百年戦争(英,仏) カール4世(ベーメン王) イヴァン1世モスクワ 王国 アユタヤ朝(タイ) インフレ,天災,飢饉

ジャックリーの乱金印勅書 大公に ムラト1世 (チャガタイ=ハン家) 紅巾の乱(白蓮教徒の乱)
ウィクリフの教会批判 (7選帝侯) イエニチェリ創設 ティムール朝 明 朱元璋(太祖洪武帝)
ワット=タイラーの乱 教会大分裂 コソヴォの戦い ティムール 中書省廃止

1400 (ニコポリスの戦いに参加) サライ攻略 ニコポリスの戦いバヤジット1世 デリー占領 北インド侵入 里甲制,賦役黄冊六諭発布 靖難の役 李氏朝鮮 1400
(ハンガリー,西欧諸国) アンカラの戦い サイイド朝 オスマンと対決 中国遠征途上で病死 永楽帝 李成桂

シャルル7世 フス処刑 コンスタンツ公会議 オイラト 鄭和の南海遠征
オルレアン奪回 フス戦争(ベーメン) エセン=ハン 正統帝(英宗)
(ジャンヌ=ダルク)ハプスブルク朝 メフメト2世 土木の変 エセン=ハンと和約

バラ戦争(英) グーテンベルク活版印刷 コンスタンティノーブル セルビア併合 ロディー朝 (正統帝捕虜に)
ヘンリ7世 英,1st囲い込み 陥落(ビザンツ帝国滅亡) ギリシャ併合
グラナダ陥落(レコンキスタ完了) モスクワ大公国 韃靼

1500 コロンブス,アメリカ大陸発見 イヴァン3世 ヴァスコ=ダ=ガマ,カリカット到着 1500

ノルマン人

進入

安禄山(ソグド系

節度使)


